
令和3年度

おおいた居住支援セミナー
家を引っ越したくても借りにくかったり、入居後の生活支援が必要な住宅確保要配慮者に関す

る相談が、行政や福祉関係団体において増えています。不動産関係団体では、家を貸したい、空

き家を活用したいけれど、要配慮者の受入れに慎重な意見もあります。

これらの地域の課題を解決するため、居住支援の理解を促進するためのセミナーです。

時 間 13:30～15:30

参加費 無料

配 信 youtube liveによる限定配信

主 催 大分県

水
１．主催者あいさつ

２．基調講演：住宅・福祉の相互理解による
居住支援の推進に向けて

日本大学 教授 白川 泰之 氏

３．居住支援に関する国の取組
※居住支援活動補助金、伴走支援プロジェクト等
（国土交通省住宅局安心居住推進課）

４．大分県の住宅セーフティネットの取組
（大分県土木建築部建築住宅課）

５．事例紹介：竹田市の居住支援の取組
（竹田市建設課、豊後大野土木事務所）

６．事例紹介：県内の居住支援法人の活動
（NPO法人住むケアおおいた）

おおいた居住支援セミナー

問い合わせ先：大分県土木建築部建築住宅課企画調査班 TEL：097-506-4677

国土交通省

大分県居住支援協議会

共 催

右記によりインターネットで検索していただくか、
スマートフォンでQRコードを読み込んで、
応募フォームに入力して申し込んでください。
Eメールで配信URLを送付します。

※裏面に講師紹介

検索
申込方法

セミナー次第

スマートフォン用
ＱＲコード

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です



講師紹介

日本大学文理学部社会福祉学科
教授 白川 泰之 氏

＜略歴＞

佐賀県 武雄市出身

平成7年 厚生省入省

老人保健福祉局、保健医療局、大臣官房総務課、年金局、社会・援護局 など

〔出向〕

三条市（健康福祉課 介護保険準備班、総務部 企画課）、

大分県（障害福祉課参事、高齢者福祉課長）、

新潟大学法学部 准教授、東北大学公共政策大学院 副院長・教授 など 平成31年3月退官

＜主著＞

「空き家と生活支援でつくる「地域善隣事業」-「住まい」と連動した地域包括ケア」

「転げ落ちない社会－ 困窮と孤立をふせぐ制度戦略」（共著）

「ソーシャルデザインで社会的孤立を防ぐ－政策連携と公私協働」（共著）

＜委員等＞

足立区居住支援協議会 副会長

厚生労働省「高齢者住まい・生活支援伴走支援事業」委員・座長

国土交通省「居住支援協議会伴走支援プロジェクト」メンバー（学識経験者）
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